
雌雄判別マニュアル（成鰻用）

確認する場所（背開きの場合）
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ウナギの生殖線の発達過程

出典：佐藤ら, ウナギの生殖腺の成熟に関する研究ーI. 性分化および生殖腺の成熟過程, Bulletin of the Japanese Society of Scientific Fisheries, 1962, 28(6), 579-584

雄 雌
雄の生殖腺イメージ

内臓部分

背側

腹側

※半円状のヒダが連なっている。
ヒダ一枚一枚をめくることができる。

背骨の付け根（点線部）

雌の生殖腺イメージ

内臓部分

背側

腹側

背骨の付け根（点線部）

※帯状の形をしている。
よく見ると縦にスジが入っている。

養殖ウナギの成鰻サイズではこのくらいの発達具合
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拡大

2.5P（400g）メス

白っぽい帯状の生殖腺が見える
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拡大

4P（250g）メス

白っぽい帯状の生殖腺が見える
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拡大

2.5P（400g）オス
小さい半円状のヒダが連なった
形状の生殖腺が見える

※オスはメスより生殖腺が見えにくい
※帯状の生殖腺が確認できなければ
オスの可能性が高い
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拡大

4P（250g）オス
小さい半円状のヒダが連なった
形状の生殖腺が見える

※オスはメスより生殖腺が見えにくい
※帯状の生殖腺が確認できなければ
オスの可能性が高い
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